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外国語（英語）科学習指導案

安 浦 町 立 安 浦 中 学 校

指導者 山下三枝子（基礎）

村山 朋子（発展）

１年２組 計３４名１ 学年・学級・コース

基礎コース １９名

発展コース １５名

６ インターネットでオーストラリアへ２ 単元（題材）名 Lesson
Australia on the Internet

「 １」学校図書Total English

３ 単元（題材）について

(1)単元（題材）観

この単元では三人称複数が新たに導入され，人称代名詞 が使えるようになる。they
は生徒にとって難しい代名詞の１つである。特に， に相当する日本語が存they they

在しないという点が，指導する側にも学習する側にも障害となる。このような場合

には， が指し得る内容を一度にすべてを理解させようとはせず，段階を追ってthey
理解させたい。さらに，一人称複数 が導入される。これで，基本的な人称代名we
詞をすべて学習したことになる。したがって，表現の幅が広がったのは事実である

が，一方で，生徒への負担も大きくなっていることは留意しなければならない。ま

た， や を使った疑問文の学習を行う。who what

(2)生徒観

◎第１学年におけるつけたい力

第１学年では，英語を初めて学習することに配慮し，コミュニケーションに対す

る積極的な態度の育成を重視したい。主に現在形を使って身近な身の回りの出来事

や自分の気持ちを表現できるようにさせたい （身近な言語の使用場面や言語の働。

きに配慮した言語活動を行わせること。その際，自分の気持ちや身の回りのできご

となどの中から簡単な表現を用いてコミュニケーションを図れるような話題を取り

上げたい ）。

授業の中で，一斉に大きな声で発音練習をすること，ゲーム的要素を持つ言語活

動（インタビューゲームなど）を行うこと，ＡＬＴの話す内容をしっかりと聞こう

とすることなどは，積極的に行う。特に，班活動においては，協力しながら答えを

導き出そう，発表をしようとする姿勢が見られる。

一方，あいさつや１～２語の単語を使っての受け答えなど，簡単な会話はできて

も，人前で話す機会が少ないため，また，自分の発音に自信がない，語彙力が豊富

でないことなどから，自分の考えや意見を文章で発表する力が十分に身についてい

ない生徒もいる。中には英語を聞いて内容を理解したり，会話で簡単な受け答えが

できるのに，定期テストで思うように得点がとれないため，苦手意識を持ったり，

自信を失う生徒もいる。これは，英語を書いたり，読んだりする力が十分に身につ

いていないことが，原因のひとつと考えられる。毎日の学習の中で，既習の単語を

ノートに繰り返し練習して覚えること，本文を音読することの大切さを伝えている
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つもりだが，定着にまでいたっていない。しかしながら全体的に学習にのぞむ姿勢

は意欲的である。

ＡＬＴの授業を心待ちにしている生徒も多く，ＡＬＴを通して英語学習や，異な

る文化・考え方などを知ることを楽しみにし，授業や授業以外の活動を通して，英

語でコミュニケーションがとれることの喜びを体験したり，ＡＬＴの出身国をより

身近なものに感じたり，彼らが外国語として日本語を学んだり，日本文化を学ぼう

とする姿勢をみて，生徒たちの英語学習の動機づけにもなっている。さらに，英語

暗唱大会にすすんで出場する生徒，英語検定合格を目標に学習を行う生徒，英語で

日記を書こうとする生徒など授業以外でも積極的に英語を使おうとしている実態が

ある。こういった様々な興味・関心を大切にしながら，学習したことが生かせるよ

うな英語の授業をすすめていきたい。

(3)指導観

○少人数習熟度別指導の工夫

Who is this? What is this?本単元では，言語材料として１人称，３人称の複数形，

の疑問文が扱われている。その基本的な用法や働きを理解させるとともに，相手の

少質問に的確に応答したり，説明したりすることができるようにさせたい。また，

人数という利点を生かして，英語を使っての少人数グループ，ペア活動やインタビ

できるだけ授業中に全員が発表できる機会を作りュー活動など話す活動を増やし，

そして，授業に対して積極的に取り組むクラスの雰囲気を大切にし，対話活たい。

動を通して英語に対する理解を深め，使ってみようという意欲をもたせたい。

【基礎コース】

丁寧な個別指導を行うことによって，一人一人が意欲的に学習に取り組む姿勢を

。 ， ，育てる リスニング スピーキングを中心に基本文の理解と簡単な自己表現ができ

本文の概要をつかむことができるようにする。主に音声を重視した活動を展開し，

生徒に自信を持たせ，自己表現で学習意欲を喚起させるようにしたい。

【発展コース】

基本的な内容を理解させ，主体的に問題に取り組む姿勢をドリル練習の指導をし

ていくことで育てる。学習した表現を使って，様々な表現を理解しようとする姿勢

をつくる。例えば，スピーキングではさまざまな場面を想定し，それぞれの場面に

ふさわしい表現をさせてみたり，新出語彙についても他の用法にまで触れたりする

など，生徒の実態に応じて発展的内容にまで触れるようにする。

○「書く」ことを効果的に取り入れた授業展開の工夫

単語や基本文，本文などの小テストを継続的に実施し，単語や基本文の定着を図

る。また，学習した表現を使用し，生徒が自分や自分の周りに置き換えてオリジナ

ルの英文を作ることにより，表現力をつける。

４ 単元（題材）の目標と評価規準

(1)目標

○複数名詞が主語の文や代名詞の便利さを理解し，内容を読み取ることができる。

○ ， で始まる疑問文とその答え方を理解し，相手に質問したり，その質問Who What
に答えたりすることができる。

【学習指導要領 （１）言語活動アイウエ （３）言語材料エ（ア） d （ウ） a】，
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(2)評価規準

ア コミュニケー イ 表現の能力 ウ 理解の能力 エ 言語や文化に

ションへの ついての

関心・意欲・態度 知識・理解

（ ）聞 （コミュニケーション 言語についての知識

の継続） ① 人 称 代 名 詞 やく

① 理 解 で き な い と ， つ い てこ who what
こ ろ が あ っ て も ， の知識がある。と

推 測 す る な ど し て

聞き続ける。

（言語活動の取組） （適切な発話）話

② 間 違 い を 恐 れ ず ① ， を 用 いす who what
に ， 積 極 的 に 英 語 て ， 聞 か れ た こ と にこ

を使っている。 対 し て 適 切 に 応 答 すと

ることができる。

（ ）読 （適切な発話） （正確さ） 文化についての理解

② イ ン タ ー ネ ッ ト で ① 書 か れ た 内 容 に ② オ ー ス ト ラ リ アむ

ホ ー ム ペ ー ジ を 見 て つ い て 正 し く 読 み の 代 表 的 観 光 地 のこ

い る 状 況 の 内 容 を 感 とることができる と情報獲と 。 Ayers Rock
情 豊 か に 音 読 が で き 得 の イ ン タ ー ネ ッ

。る。 トの便利さを知る

（ ）書 （適切な筆記） 言語についての知識

③ 伝 え た い 内 容 に よ ③ 文 構 造 に つ い てく

っ て 語 句 や 表 現 ， 文 の知識がある。こ

章 形 式 を 選 択 し ， 書と

くことができる。

５ 指導と評価の計画（全７時間）

学習内容 評 価 の 観 点
次

評価規準 評価方法（時数） 関心 表現 理解 知識

６Ａ ① ウ ① 複 数 名 詞 が 主 語 の 文 観察１

【共通】 を 読 み と る 。 代 名 詞

インターネットで の 便 利 さ を 理 解 し な

・新出単語確認 が ら ， 内 容 に つ い て

・本文の内容理解 正 し く 読 み と る こ と

・本文の音読 ができる。

【基礎コース】 ① ア ① 理 解 で き な い と こ ろ ワークシート

・音読練習 が あ っ て も ， 推 測 す

・ る な ど し て 聞 き 続 けT or F
【発展コース】 る。

・音読活動 ① エ ① 人 称 代 名 詞 に つ い て

・Ｑ＆Ａ の知識がある。

（本時） ① イ① で始まる疑問文 観察２ ６Ｂ Who
を 用 い て ， 誰 の 説 明 ワークシート友達のホームペー

，ジ をしているかを聞き

。【基礎コース】 答えることができる

・グループ活動 ② ア ② 間 違 い を 恐 れ ず に ，

この人はだれ？ 積 極 的 に 英 語 を 使 っ「 」

【発展コース】 ている。
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・ペア活動 ③ イ③ を用いて，Who is he?
当てっこゲーム 語 句 や 表 現 ， 文 章 形「 」

式 を 選 択 し ， 書 く こ

とができる。

【共通】 ② イ ② 絵 や 文 字 か ら の 情 報 観察

・新出単語確認 を 活 用 し て ， メ ッ セ

・本文の内容理解 ー ジ の 内 容 を 的 確 に

・本文の音読 読 み と り ， 感 情 豊 か

・Ｑ＆Ａ に 音 読 す る こ と が で

きる。

① イ ① で 始 ま る 疑 問 ワークシート３ ６Ｃ What
文 を 用 い て ， 相 手 に 観察エアーズ・ロック

・ で 始 ま る 質 問 を し た り ， 説 明What
疑問文とその答え し た り す る こ と が で

方 きる。

【基礎コース】 ② ア ② 間 違 い を 恐 れ ず に ，

・グループ対抗も 積 極 的 に 英 語 を 使 っ

の当てゲーム ている。

【発展コース】 ③ イ③ を用いWhat is this?
・対話活動 て ， 語 句 や 表 現 ， 文

章 形 式 を 選 択 し ， 書（フードファイト／

くことができる。フルーツファイト）

【共通】 ② エ ② オ ー ス ト ラ リ ア の 代 観察

Ayers・新出単語確認 表 的 観 光 地 の

・本文の内容理解 と 情 報 獲 得 の イRock
・本文の音読 ン タ ー ネ ッ ト の 便 利

・Ｑ＆Ａ さを知る。

① ウ① についてAyers Rock
の 情 報 を 対 話 文 を 通

し て 読 み 取 る こ と が

できる。

【共通】 ② ア ② イ ン タ ビ ュ ー 活 動 や 観察４

ラ ン キ ン グ 表 作 り に ワークシートまとめ

・表現形式確認 意 欲 的 に 参 加 し ， 英

・インタビュー活 語 に よ る 表 現 力 を 高

動 めることができる。

③ エ ③ 文 構 造 に つ い て の 知

識がある。

●単語テスト・単元のまとめのテストを後日実施。
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６ 本時の展開【基礎コース】

(1) 本時の目標

を用いて，友達に尋ねたり，聞かれたことに対して適切に表現することができる。Who
間違いを恐れずに，積極的に英語を使う。

(2) 観点別評価規準

○コミュニケーションへの関心・意欲・態度

・間違いを恐れずに，積極的に英語を使っている （ア②）。

◎表現の能力

・ で始まる疑問文とその答え方を知り，聞かれたことに対して適切に応答Who
することができる （イ①）。

， ， ， 。・ を用いて 語句や表現 文章形式を選択し 書くことができるWho is he(she)?
（イ③）

(3) 準備物

ピクチャーカード，カード，ワークシート，ＣＤプレーヤー，辞書

(4) 学習の展開

学習活動 指導上の留意点 評価規準 評価方法

あいさつ

単語テスト ・事前に７割を予告。 単語テスト

・ 簡 単 な 英 語 で の や り 取 りWarm-up
を 通 し て ， 英 語 の リ ズ ム に

慣れさせる。

・ 絵 を 見 な が ら 内 聞 き 取 る こ と で ， 人 物 を・

容を聞き取る。 想像させる。

This is a man.
He is from Japan.
He lives in America.

…He is a great baseball player.
Who is he ?

・ ピ ク チ ャ ー カ ー ド で 答 え

を提示する。

・基本文の確認 ・ で 始 ま る 疑 問 文 と そ イ① で始まる疑問Who Who
の答え方を理解させる。 文 と そ の 答 え 方 を 知

・ 黒 板 に カ ー ド を 貼 り ， 基 り ， 聞 か れ た こ と に

本 文 型 を 確 認 し ， 本 時 の ね 対 し て 適 切 に 応 答 す

らいをつかませる。 ることができる。

・音読練習 ・ピクチャーカードを見せ 観察，

Who is he ? / Who is she?
とひとりずつにたずねて，

～ ～She is / He is
を使って，答えさせる。

・しっかり声を出させる。

・ 教 科 書 で 基 本 文 の 音 読 練

習をする。

Who is that girl ?
That's my friend, Cindy.-

・ に ついて確認さthis, that
せる。

・グループワーク ・ ５ グ ル ー プ に わ か れ ， グ ア②間違いを恐れずに 観察，

この人はだれ？ ル ー プ ご と に 先 生 ， 有 名 人 積 極 的 に 英 語 を 使 っ「 」

な ど に つ い て の ピ ク チ ャ ー ている。
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カ ー ド を 一 人 に ２ 枚 ず つ 配

布する。

・グループで

Who is this man (he)?
Who is this woman(she) ?
Who is this boy (he)?
Who is this girl(she)?

を 使 っ て 尋 ね さ せ ， そ の 絵

を見て

～ ～He is / She is
と応答させる。

・ 一 人 ず つ 時 計 回 り に カ ー

ド を グ ル ー プ の メ ン バ ー に

， ，提示させて 一回りしたら

カ ー ド を 隣 の 人 へ 渡 し ， 時

間 い っ ぱ い 繰 り 返 し 応 答 練

習をさせる。

・ 英 語 を 積 極 的 に 使 う よ う

支援する。

・ 教 師 の 提 示 す る ピ ク チ ャ

ー カ ー ド で 応 答 を さ せ ， 定

着を確認する。

・まとめ クイズ ・ グ ル ー プ で い く つ か の ク イ③ を用い ワ ー ク シ ー… Who is he?
を作ろう イ ズ を 作 る よ う 指 示 し ， ヒ て ， 語 句 や 表 現 ， 文 ト

ン ト と な る 情 報 を 三 つ に 絞 章 形 式 を 選 択 し ， 書

らせ，英文で書かせる。 くことができる。

・ 辞 書 を 使 用 し ， 書 か せ る

こ と に よ り 確 実 な 定 着 を 図

る。

。・使用する動詞を限定する

{is, play(s), like(s), live(s)}
・ 困 っ て い る 生 徒 に 対 し て

支援する。

・ 家 庭 学 習 の 指 示 ・ 少 人 数 を 生 か し ， 丁 寧 な

と次の時間の予告 個別指導をする。

６ 本時の展開【発展コース】

(3) 準備物

ピクチャーカード，カード，インタビューカード，ワークシート，辞書

(4) 学習の展開

学習活動 指導上の留意点 評価規準 評価方法

あいさつ ・ 簡 単 な 英 語 で の や り 取 り

を 通 し て ， 英 語 の リ ズ ム にWarm-up
慣れさせる。 単語テスト

単語テスト ・ 毎 回 ， 単 語 や 基 本 文 の テ

ストを行い，定着を図る。

・ 絵 を 見 な が ら 内 絵 を 見 て ， 人 物 を 想 像 さ・

容を聞き取る。 せる。

・基本文の確認 ・ で 始 ま る 疑 問 文 と そ イ① で始まる疑問 観察Who Who
の 答 え 方 を 理 解 さ せ ， 本 時 文 と そ の 答 え 方 を 知
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のねらいをつかませる。 り ， 聞 か れ た こ と に

・ 黒 板 に ピ ク チ ャ ー カ ー ド 対 し て 適 切 に 応 答 す

を は り ， 基 本 文 型 を 知 り ， ることができる。

。本時のねらいをつかませる

Who・写真を用い 生徒に， 「

」と質問に対し，is he / she?
「 ～ ～」と答えShe is / He is
させる。

・当てっこゲーム ・ カ ー ド を 配 布 し ， そ の 中 ア②間違いを恐れずに 観察，

の 一 人 を 選 ば せ ， 英 文 で 話 積 極 的 に 英 語 を 使 っ

せるよう練習させる。 ている。

・ ル ー ル の 説 明 を 行 い ， じ

ゃ ん け ん で 負 け た 方 が カ ー

ドの内容をもとに相手に

She is tall. Who is she ?
，と一つだけヒントを言わせ

誰 を 選 ん だ か 当 て っ こ ゲ ー

ムをさせる。

・ ペ ア 練 習 を お こ な っ た 上

で ， 一 斉 に ゲ ー ム を 開 始 す

る。

・ 困 っ て い る 生 徒 に 対 し て

支援する。

・ 自 分 で 作 っ た 文 章 を も と

に み ん な の 前 に で て 人 物 を

当てさせる。

・まとめ クイズ ・ 辞 書 を 使 用 し ， 一 人 ず つ イ③ を用い ワ ー ク シ ー… Who is he?
を作ろう 書 か せ る こ と に よ り 確 実 な て ， 語 句 や 表 現 ， 文 ト

定着を図る。 章 形 式 を 選 択 し ， 書

くことができる。

・ 家 庭 学 習 の 指 示 ・ 少 人 数 を 生 か し ， 丁 寧 な

と次の時間の予告 個別指導をする。


